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真一ヂィ脊十します!
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誌事態　猿騎噴璃畷興局繚商…猫献艶姿

薔及指導グループ　後鯨　軍旗

意欲ある森林所有者の育成･確保と

経営回帰､森林所有者に代わって地
域の森林を管理する､ ｢地域けん引

型経営体｣の育成･確保を課題と捉

え､普及指導員がコーディネーター

として役割発揮した｡

平成1揮綾香梯営農縫鵜ー純遁翻擬会 

蕊 

染める義雄組合 
-自らのカで.生まれ変わるために!- 

地域けん引塾経営椋の支揺 

(Hls認定瑳繋依寮鶏群地方森林組合) Cグルーブギ励総枠センタ一掃務縄 

妾腹椋籠普及指導鎮三宅瑛佳子 ･′ 

東磐井地方森林組合は､地域林業の

担い手として補助金依存型の森林組

合経営から脱却をしようとしてい

る｡地域経営プランの認定を契機と

して組合内部からの改革を誘導する

ため働きかけを行った｡

県北沿岸撮興対策｢流域内のアカマツ
材の流通.加工体制の構築｣支援活動

Dグループ　久慈地方振興局林務部

上席林業普及指導員　松坂竹志

流域内の県産材の需要拡大を図るた

め､アカマツ材について地域の森林

所有者､製材業者､木材業者､工務

店等に調査を実施し､ブランド化や
PR活動によりマーケテイングの強

化を図った｡

ロジャース普及論とは-
･欧米の農業普及の話題が中心

･製造業のイノベーション(新

技術の浸透)なども含まれ､

普及問題の一般理論となって

いる

チェンジエノージェント-

･普及活動に関する様々な事例

紹介があり､普及指導事業は､

考え方や技術の変革をもたら

すチェンジエージェントの役割
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もりの震実
周年で高品質生シイタケ!

☆菌床シイタケ用種菌☆

菰XR Is冨
婚期培養(90日)で発生

驚きの新品極!!

馨りの雪害
けた違いのボリューム感
A高率90%続出!!

自然の命を科学する
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